
100th ANNIVERSARY 2007

寛事9七チ2002.5。1
東北大学百年史編纂室

初代総長 澤柳政太郎の「実学」観
束北大学大学院教育学研究科教授百年期F柴委員会委員水原 克敏 一一一一一

東北大学百年史編集委員会要頂年成14年釧13日制定)―

東北大学百年史編集委員

通史専門委員会部会委員

会編集委員名簿

名簿

百年史編裏室日誌抄録

受憎図書一覧 お知らせ

工学部化学工学科本館は

大正9(1920)年 に建てられ

た(木道三階建78P坪)。

昭コ29年7月10Fの 仰台

空襲で全焼したため現存しな
い5現在の片平キャンバスの

多元物質科学研究所反応

牛理 岳題 縄 i 象' 午



100m
TOHOKU U NIVERSITI

澤柳政太郎の 「実学」観

-

球 学ポ /院教育学研究科教授 神 史

塀 覇 A▼ ぬ

初代総長浮 ll政太郎は、日本の教育に来たした役割はあまりにも大きい。本稿では、彼の 「実学J御よこ関

係するいくつかの歴史的事実をネ吾介したいじ

彼は、1900(明治33)年 小学校令改正に際し、普通学務成長としてカリキュラムの近代化特に国語教育の

改革を遂行し、また、19116(明治抑)年 には丈部次官に就任して義務教育6年制も実施した。19o8年7月に

文部次官辞職の後は 執 筆活動に専念し不|ちの名者 F実際的教育学』(1909年2月)を 著した。さらに1911

(明治44)年 に東北大学初代総長、1913年に京都大学総長を歴任し 1914年 京大の澤柳事件で依願免官

1916年帝国教育会長に就任した。そして翌年1916(大正5)年 12月4日から 「小学教育学Jの 建設を日指し

て成城小学校を創設した。その実験 (学校)に よる (教育)科 学の樹立を訴えたのである。なお、十子切「総長

の写真は、成城学目澤柳政太郎仝集刊行会編 『澤朽‖政太郎全集 第 巻 [(国 上社 1975年)よ り転載した、

1 カ リキュラムの近代化、特に国語教育改革

!Tlllはま小学校令改正と小学校令施行規則の仰1定に肖たって、かなりの指導力を発押した。彼は 漢 字を廃

‖をして、仮名あるいはローマ字だけを採用し、文体も言文一致体だけを採用することが理想であると主引:し

ていた.小 学校令改正では、当面の国語教育の寮雑さを整理し、効率的な教育を進める改革をした。

抑抑年のrl目すべき改革点は次の通りである。

(1)言文一致の文体に限定して教えること。(-0声 文一致体、0文 章体、0手 紙文体)

(2)'体 を惜書に限定する。(+0草 書、0行 書、0潜 書)

(3)棒引き仮名を採用して/1t音通りにlld述する。(ひょ― ― ひやう、ひよう、へう)

(4)漢字の数を 1,2∞字に限定する。(←教科書により不統一で無伸1限)

教育の効果をあげるためには、ヨ語の改長によるしかない.欧 米の言語は、わずかに26文字でよいのに、

日木の場合は 錯 客とした漢字と数種の形式があり、字数も限りがない。高等小学校では、千以上の漠字を覚

え 中 学では、さらに数千の漢字を覚えなければならない.こ れは大変な 「徒

労Jで ある、と彼は言うt国 際競争力のある日本にしなければならないという

課題意識から こ のような国語教育の改革を初めとしてカリキュラムの近代化

を断行したのである。

2 F実 際的教育学』の著作と成城小学校の創設

彼は、科学的教育学の梅l立を要請し、実際に、実験学校を創設した。まず、

「学Jと 「実地Jと の関係を次のように論じた。「lFlへば医学と医術の如き、こ

の間には密接なる関係がある。医学を学ばずして医術をなさむとする者は 今

日一人もない、これは,いこ言ふまでもなく学と実地の密接の関係がある。農学 澤柳政太郎給長
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と農業の実地の如き、成は必ずしも農学を学ばずとも農業に従事することが出来る、けれども、農夫は伝説

と経験とに依って自然農学理論を応用して居る」。「固よりその実際の中には学理に反したることも多少あろ

うが、大体は経験と多年の伝説に依って農学の学理に一致して居る」。教育研究では、ひとまず対象を限定す
べきである。「教育学に於て論ずる教育は、学校教育に限ると明白に限定したいJ。一般的に教育を説くので

はなく、学校教育なら、その中の小学校教育に限定するなどして、概念や法則を研究すべきである、と主張

した。結論的には、「小学教育学の建設Jを 要請した。かくして、「小学教育学Jの 樹立を目指して成城小学

校を設立するに至った。

1921(大正10)年になると、「/J学ヽ教育学Jと 同時に、「小学児童学J建 設も課題とした。輝柳は、小学教

育学 小 学児童学によって研究成果が出たなら、日本及び世界に及ぼそう、さしあたり、日本の文部省に働

き掛けて法令を改正し、全国の教育を改造しようと考えていた。

ヤ■lJlの学問論は明瞭であり、これによって成城小

学校を設立し、同校は、実験学校として出発するこ

とになった。「私立成城小学校創設趣意」では 次

の4大理念が掲げられた。

個性尊重の教育 附 能率の高い教育

自然と親しむ教育 附 岡」健不携の教育

心情の教育 附 鑑賞の教育

科学的研究を基とする教育

カリキュラムは入学児童の語実を調査するなど、

科学的根拠を得て編成された。その結果、特徴の第

1は、修身科が第1から第3学年まで廃止され、第4学年開始で時間数も少なくされた。低学年では、倫理的

観念が乏しいという調査結果による。第2に、国語が 読 方 聴 方 読 書 綴 方 書 方に分科され、聴方が

新設された。児童は、耳から聞き取ることが効果的であるという実験結果による。第3の特徴は芸術陶冶の

重視で、単なる図画やH目歌ではなく、美術 音 楽として設置された。第 4の特徴は、理科が1学年から課さ

れたことである。文部省の教育課程は第4学年からであるが、児童は、1年生から自然の事物に関心があると

いう調査結果による。第5の特徴は、算術ではなく数学が設置されたことである。小学校から数学教育をす
べきである、という。第6には、地理と日本歴史ではなく地歴という合同の時間設定がされた。第7の特徴

は、英語の時間が小学校1年から設定されたことである。

そして、最も注目すべき第8の特徴が 「特別研究Jの 設置である。「特別研究Jで は、児童生徒の自学自習

を柱にしたカリキュラムが作成された。それは、学習進度を一人一人が契約する方式のドルトン プ ランに

つなげられることになる。今日の 「総合的な学習の時間Jの 先駆的実践で、小学生から卒業研究が課された

のである。

以上 初 代総長澤柳政太郎の科学論と成城小学校倉J設の活動とを概観してきたが、今日から見ても、かな

り進んだ考え方をしていたことがわかる。彼は、観念的な立論を嫌い、科学的実験に裏付けられ、かつ、実

地に適用できる 「実学」を志向する人であった。なお、詳細は、拙著 『近代日本カリキュラム政策史研究』

(風問書房 p財 年)を 参照していただきたい。

当時の成城小学校 跡拐津園60年JO召 和52年)よ り



[東 北 大 学 百 年 史 編 集 委 員 会 要 項  (平成14年3月 13日制定 翻 年確 事業離 委員会)]

(設置)

第 1条 東 北大学百周年記念事業詢 常委員会に 期 ヒ大学百年史 (以下 旧 年史」という。)の 編集に関する必要な

事項を害議するため 東 北大学百年円編集委員会 (以下 「編集委員会」という。)を 置く。

(齢 )

第2条 編 集委員会は、委員長及び次に掲げる委員をもって組織する。
一 歴 史の話分野に関し専門的知識を有する者 若 千人

二 部 局史編さん委員会 (第8条第 1項の規定により置かれたものをいう。)を 置く部局から推薦された者 各 1人

三 そ の他編集委員会が必要と認めた者 若 千人

(委員長)

第3条 委 員長は、編集委員の互選によって定める。

2 編 集委員会の委員長は 編 集委員会の合務を善理する。

(専門委員会)

第4条 編 集委員会に 百 年史 (部局史を除く♪ を執答させるため、専門委員会を置く。

2 専 門委員会は、専F5委員若千人をもって組織する。

3 専 Fl委員会に委員長を置き、編集委員会の委員長をもって充てる。

4 専 門委員会の委員長は 専 門委員会の会務を掌理する。

(部会)

第5条 専 門委員会は、必要があると認めるときは 部 会を置くことができる。

2 部 会に属すべき専門委員は、専門委員会が定める。

3 部 会は、必要があると認めるときは、専門委員以外の者をその組織に加えることができる。

4 部 会に部会長を置き、その部会に属する専門委員の互選によって定める。

5 部 会長は 部 会の会務を掌理する。

(委嘱)

第6条 編 集委員、専門委員及び前条第3項 に規定する部会の委員は、結長が委嘱する。

(編さん宮)

第7条 編 集委員会に、百年史の編さん業務を遂行させるため、編さん室を置く。

2 編 さん宮に、室長 専 門員及びその他の破員を置く。

3 室 長は 編 篤委員会の委員長をもって充てる。

4 宮 長は、編さん室の宮務を掌理する。

5 専 門員は 本 学の専任の教官をもって充て 総 長が命ずる。

6 専 門員及びその他の職員は、編さん雪の業務に従事する。

7 編 さん室の事務は、別に定める部局において処理する。

(部局史編さん委員会)

第8条  部 局に、当該の部局史編さんのため、部局史編さん委員会を置く。

2 部 局円編さん委員会は 百 年史の共通の編さん方針に基づき 編 集委員会と密接に連携を図り か つ、協力し

部局史を編さんするものとする。

(細 J)

第9条  こ の要項に定めるもののほか、編集委員会の運営に関し必要な事項は 編 集委員会が定める。

附 ヨⅢ

この規程は、平成14年4月 1日から施行する。

V

Ψ
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東北大学百年史掲集委員会委員名簿

(平成14年4月 1日現在)

属       /職  名 /氏

ト

ト

　

ト

委員長    支 学研究科         教  授
目J委員長   東 北アジア研究センター   教  授

委 員   O 文 学研究科         教  授
文学研究科         教  授
文学研究科         助 教授
教育学研究科        教  授

O 教 育学研究科        教  授
O 法 学研究科         教  授

経済学研究科        教  授
理学研究科         教  授
医学系研究科        教  授
歯学研究科         教  授
業学研究科         教  授

O 工 学研究科         教  授
凛学研究科         教  授
国際文化研究科       教  授

0 国 際文化研究科       教  授
情報科学研究科       教  授
生命科学研究科       教  授

O 金 属材料研究所       教  授
加齢医学研究所       教  授
流体科学研究所       教  授
電気通信研究所       教  授
多元物質科学研究所     教  授
情報シナジーセンター    教  授
医学部町属病院       教  授
歯学部lll属病院       教  授

サイクロトロシ ラジオアイツトーブセンター教 授

雄
忠
　
修
夫
昭
通
敏
志

一
晃
武
清
輝
和
衛
慈
聴
康
学

隆
　
　
　
弘
敏
キ
克
正
指
　
尚
　
〓
口
照
牧
果
　
と貝
守

泉
田
　
藤
藤
原
藤
原
田
滝
回
藤
家
島
田
分
中
原
藤
平

本
壬
口
　
大
佐
柳
加
水
吉
大
山
近
大
大
太
国
竹
井
伊
西

大学教育研究センター    教  授
留学生センター

教 授

学際科学研究センター    教  授
○ 東 北アジア研究センター   教  授
○ 東 Jヒアジア研究センター   教  授

遺伝子実験施設

極低温科学センター

教 授

教 授

男
宮
哉
治
郎
樹

一
文

一

典
　
秀
康
順
啓
正
尚

林
田
山
島
木
谷
分
月

小
福
西
中
八
静
国
岩

質
雄
撃
皇
＞授

と
「

　
　
　
機

帥帥巾的輸

丞
男
隆
豊
生
夫
新
善
明
渉
明
嘉
慈

二
隆
郎
男
明

之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

彦
徳
　
　
厚
宣
　
晴
敏
　
英
忠
果
賢
　
長
健
党

原
本
内
野
谷
田
川
木
木
田
田
田
中
賀
藤
内
　
上

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之

織
山
関
藤
粕
入
平
盲
鈴
飛
永
地
竹
平
須
洲
漬
坂

郎
紀
校
夫
幸
昭
村
昭
夫
志

一順
■
種
芳
秀
秀
啓
秀
宣
正

木
藤
山
平
橋
根
谷
根
田
回

間

八
佐
古
川
高
曽
静
曽
入
吉

ア ドミッションセンター   教  授
保健管理センター

史丼斗館
学生相訣所

医療技術短期大学部
事務局
附属図書館

東北大学出版会

(○印は幹事会メンバー)

教 授
助 手
講 師

教 授
企画調整官
事務部長

東北大学名誉教授
理 事

川渡共同セミナーセンター  教  授
百万ボル ト電子顕微競室   教  授
埋蔵文化財調査研究センター 教  授

多元物質科学研究所 0日秦材工学研究所)教  授
多元物質科学研究所 中日科学計別研究所)教  授
多元物質科学研究所 0日反悶ヒ学研究所)教  授
国際文化研究科 (日言語文化部)教  授
生命]1学研究科0日遺伝生態研究センター)教  授
情報シナツーセンター0日大型計劉鶴セツター)教  授
情報シナジーtンター(旧情拠理執育センター)教  授
闇シナツじケ 仰酷閣カテム翻tツタ」 教 授
東北アジア研究センター 印日教養部)教  授
法学研究科 (日法文学部)  教  授

公立学校共済組合東北中央病院 院  長
山形県立米沢女子短期大学  学  長
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(平成 14年 4月 1日現在)

>第 1部 会 ol名)

敏

幸

照

　

英

宣

直

守

敏

勝

藤

原

々

田

原

林

脚

原

藤

桃

田

大

柳

百

太

井

小

入

吉

加

大

山

来 修  (専 門委員 文 学研究科)

日召 (専 門委員 文 学研究科)

確  (専 門委員 医 学研究科)

和  (事 円委員 工 学研究科)

聴  (専 門委員 国 際文化研究科)

男  (専 門委員 金 属材料研究所)

夫  (専 門委員 東 北アジア研究センター)

棺  (部 会委員 文 字研究科)

通  (部 会委員 教 育学研究科)

行  (部 会委員 教 育学研究科)

芳  (部 会委員 東 北アジア研究センター)
V

卜第2部 会 (9名)

来 平  川

佐 藤

吉 田

佐 藤

小 野

自 腰

空 井

長谷部

関 内

レ第3部 会 (lo名)

(専門委員 東 北アジア研究センター)

(専円委員 支 学研究科)

(専門委員 理 学研究科)

(部会委員 ・文学研究科)

(部会委員 ・文学研究科)

(部会委員 教 育学研究科)

(部会委員 法 学研究科)

(部会委員 経 済学研究科)

(部会委員 大 学教育研究センター)

新

夫

義

則

彦

一
護

弘

隆

弘

武

勝

善

英

敏

志

治

崇

則

一
幸

洋

一
志

売

正

康

　

章

雄

　

　

康

豊

原

田

島

本

橋

永

内

名

淵

原

水

吉

中

熊

高

秋

大

川

飯

小

＊ (専門委員 教 育学研究科)

(専門委員 法 学研究科)

(専円委員 電 気通信研究所)

(部会委員 支 学研究科)
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2001(平 成13)年

010月
2日 総 務課より照会(包lFなについて)

4日 第 6回通史車問委員会(通史構成察について)

5日 二 木拓夫氏(医学部昭和24年■)来室

10日 工 学部史編察室酒井良樹氏調査のため来室

Ⅲ2日 印 掃,業者との話し合い

15日 印 刷業者との話し合い

19日 工 学言[史編纂室酒+良 lFl氏調査のため来室

22日 東 北大学研究教育振興財団理事石井敏夫氏より照会(留

学生に関する調査な種)

23日 工 学部史編秦宣酒丼良樹氏調査のため来室

総務課よりBl会 (本多会館について)

24日 第 7回通史尊問委員会(部会の編成について)

編纂室スタッフ会議

31日 事 務局史編纂室との話し合い

絡務課より照会(数職員数について)

0 1 1 月

7日 本 尼綱男氏(新市J東北大学第一潮卒業生)来宣

3日 赤 尾網男氏来室

通史専門委員会部会長谷部委員J名 委員との話し合い

9日 人 事課所蔵資料調査

15日 人 事課所蔵資料調査

19日 第 8回通史専門委員会 (部会の編成について)

21日

教育学研究干+水原克敏教授より照会 (他部局の部局

史の章節構成につぃて)

法学研究科吉田正志教授より照会(法文学部に関する

資料についての調査な預)

浅尾豊信名誉教授(理)よりPl会(教養部史に関する資

料についての調査依頼)

編纂室スタッフ会議

じ 1 2 月

7日 第 1回通史専門委員会 言[会合同会議 (部会の編成に

ついて)

10日 第 26回百年史編集委員会幹事会 (百年史にかかる法

令の統一表記について)

14日 経 済学研究科長谷部弘教授調査のため来宣

17日 浅 尾豊信名誉教授(理)調査のため来宣

19日 第 15回百年史編集委員会 (百年史にかかる法令の統

一表記について)

25日 第 2回通史専門委員会 部会合同会議は8会の編成に

ついて)

第9回通史専門委員会(部会長の選出について)

27日 編 黎室スタ′フ会議

真北入学百年史編案宣ニュース

2002(平成14)年

0 1 月
7日 東北大学研究教育振興財団理事石井敏夫氏来室

3日 浅尾豊信名誉教授(理)調査のため来雪

10日 浅尾豊信名営教授(理)調査のため来室

印刷業者との話し合い

11日 総務課法制林より照会(事務局史編案について)

15日 経理部主計対長調査のため来宣

学務部史担当者との.3し合い

17日 東北大学出版会理事佐 木々公明氏との話し合い

13日 工学部史編纂宣佐藤由美助手調査のため来宣

lp昂1業者との話し合い

17日 東北大学出版会との話し合い

21日 工学部史編纂宣仁藤由美助手調査のため来宮

河相一成名誉教授 (農)来宣

22日 言語文化部より『部局史J第1巻収録原稿提出

23日 編纂室スタッフ会議

24日 東北大学出版会との話し合い(於工学研究科)

25日 石川安寿氏(元金属材料研究所職員)来室

02月
6日 部局史(第1巻)編察に関する懇談会(部局史第1巻の

i↓行について)

13日 第27回百年史編集委員会幹事会 (平成13年度事業

報告 平成14年度事業計画 平成14年度予算実 編

集委員会要項改正 その他)

通史専門委員会部会長会議(通史の作業工程について)

19～ 中川講師京都出張 (大学アーカイヴスについての研
″日

 死会)

03月
十日 総務課法制掛員調査のため来室

4日 総務課法制掛員調査のため来宣

7日 国際文化研究科より「部局史』第1巻収録原稿提出

6日 第16回百年史編集委員会 (平成13年度事業草E告 平

成14年度事業計画 平成14年度予算栗 縞集委員会

要項改正 その他)

編察室スタソフ会議

14日 広中校雄名誉教授 (法)より資料軍贈。

18～ 高橋助手東京出損(国立教育政策研究所 国立国会
19日

図書館)

27日 附属□書館より『言E局史J第1巻収録原稿提出

28日 事務局より「部局史J第1巻収録原稿提出

31日 l■藤智子室員(教務捕佐員)退職



● SttRttE回甚雪
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覧  (学外 平成 13年 10月 ～平成 14年 3月 )

10月 3日  お 茶の水女子大学より、『大学資料目録』1

10月 2日   京 都大学文書館より、F京都大学文書館パンフレット』

10月15日  全 国大学資料協議会より、F大学アーカイヴズ』第25号

10月22日  関 西学院より、『関西学院事典』

10月25日  束 洋大学井上円了記念学術センターより、『サティア』第44号

東京大学史史料室より 『東京大学史紀要』第19号

11月13日  関 西大学年史編纂室より 『関西大学 115年 のあゆみ (1886～2001)』

11月21日  明 治大学総務部歴史編繁事務室より、『明治大学倉U立120周年 120年 の学譜』

12月25日  大 谷大学真宗総合研究所より、『大谷大学百年史』『大谷大学百年史 資 料編J

l月 7日  京 都大学文書館より、「京都大学文書館だより』第一号

1月 15日  中 央大学大学史編纂課より、『中央大学百年史 編 集ニュースJ

l月 25日  京 都産業大学広報課より 『学祖売木俊馬先生と京都産業大学』

2月 5日  東 北学院大学より 『東北学院資料室J塙」刊号

3月 1日  北 海道大学より 『写真集 北 大125年J

同志社大学より 『新島研究』第93号

3月 18日  同 志社大学より 『同志社論議』第22号

●お知らせ (言卜報)●

東京大学助教授中野実氏 (東京大学史史料室)は 病気療養中のところ 平 成14年 (2002)3月

30日 (■)ご 逝去されました。享年51歳七

中野氏には 平 成9年 (1997)5月 16日に開催された第1回東北大学百年史研究会において、

「『東京大学百年史』の編集事業についてJと 題するご報告をいただきました (『東北大学百年史

編集室ニュース』創刊号参照)。

また、同氏には百年史編繁構想委員会時代より、日本では数少ない大学史研究者としての立場

から数々の貴重なアドバイスをいただいてきました。ここに謹んで表悼の意を表 し、心からご冥

福をお祈りいたします。

百年史編察室

V

百年史編察ヨニュースに関する

点描 百 年史 「大学新間の歴史

ご意見 ご感想等がございましたら 百 年史編纂宣までお寄せください。

(下)」は次号に掲載予定です。

第 9号 発 行日,2002年5月1日
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